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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

目指すべき将来都市構造の考え方について（案） 

１ 将来都市構造の検討資料 

（１）現行都市計画マスタープランの都市構造 

１）主要な拠点等の配置図 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

２）水と緑、歴史文化等の拠点とネットワーク図 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

（２）拠点の分析 

１）現況把握 

現行計画における各拠点の現況について、統計データ等を活用して把握する。 

表 拠点別データ一覧 

拠点 

①一日あた

りの平均乗

降客数（人） 

②バス

接続路

線数 

③駅半

径 500m

圏内の

人口 

④駅半径

500m 圏内

医療施設

数 

⑤駅半径 500m 圏内 

用途別延床面積割合 

商業 業務 工業 

中心

拠点 

蒲

田 

蒲田駅 461,931 26 17,861 90 8.7% 22.9% 0.6% 

京急蒲田駅 64,280 10 18,548 53 1.4% 19.2% 2.0% 

大森駅 193,944 48 14,215 84 5.3% 14.5% 0.3% 

羽

田

空

港

周

辺 

天空橋駅 33,615 4 2,868 1 0.1% 4.1% 3.4% 

整備場駅 2,601 1 1,250 3 0.1% 17.7% 7.3% 

羽田空港国

際線ターミ

ナル駅 

28,415 - 0 3 0.0% 0.0% 0.0% 

羽田空港国

際線ビル駅 

10,682 - 0 3 0.0% 0.0% 0.0% 

地域

のま

ちづ

くり

拠点 

平和島駅 48,608 34 19,365 30 0.5% 4.1% 2.4% 

雑色駅 31,941 6 17,940 35 3.6% 1.5% 10.3% 

糀谷駅 27,990 10 18,970 39 2.1% 1.2% 5.4% 

池上駅 36,929 18 17,960 46 1.2% 3.6% 2.3% 

雪が谷大塚駅 25,649 4 13,478 37 0.9% 4.3% 0.5% 

大岡山駅 51,937 0 9,859 39 0.7% 1.0% 0.4% 

地区

の生

活拠

点 

西馬込駅 48,687 10 13,504 18 1.4% 2.1% 2.0% 

馬込駅 28,981 22 15,794 19 1.3% 6.0% 2.0% 

田園調布駅 36,902 5 3,720 31 2.3% 1.9% 0.0% 

多摩川駅 22,368 4 7,157 13 0.2% 1.3% 0.9% 

沼部駅 11,058 0 8,994 8 0.3% 0.3% 0.9% 

鵜の木駅 20,162 0 15,248 23 1.5% 5.3% 2.9% 

下丸子駅 36,883 1 14,056 32 4.1% 7.2% 10.2% 

武蔵新田駅 26,788 4 16,097 28 4.1% 5.5% 8.6% 

矢口渡駅 25,908 2 17,138 33 1.5% 5.6% 8.2% 

蓮沼駅 8,597 10 19,767 43 2.3% 8.0% 1.3% 

千鳥町駅 16,483 0 14,555 18 0.8% 4.5% 2.8% 

久が原駅 16,637 3 12,905 30 0.8% 1.9% 0.5% 

御嶽山駅 27,422 0 13,938 19 1.4% 1.3% 0.4% 

石川台駅 15,525 0 16,399 29 0.5% 2.8% 1.0% 

洗足池駅 19,202 1 13,245 24 0.2% 1.5% 0.6% 

長原駅 16,124 3 10,828 31 2.2% 3.5% 0.6% 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

拠点 

①一日あた

りの平均乗

降客数（人） 

②バス

接続路

線数 

③駅半

径 500m

圏内の

人口 

④駅半径

500m 圏内

医療施設

数 

⑤駅半径 500m 圏内 

用途別延床面積割合 

商業 業務 工業 

北千束駅 7,225 0 10,181 23 0.8% 4.4% 0.7% 

大森町駅 22,276 0 19,419 24 1.4% 2.9% 4.8% 

梅屋敷駅 16,438 1 18,407 39 0.7% 1.8% 4.8% 

六郷土手駅 16,470 2 10,145 8 0.4% 3.3% 13.4% 

大鳥居駅 30,345 23 13,957 22 3.1% 10.7% 10.3% 

穴守稲荷駅 18,878 0 12,352 17 0.7% 5.7% 7.3% 

その

他 

※現行

計画で

は位置

づけが

ない駅 

流通センター駅 20,225 21 38 2 0.1% 13.3% 0.5% 

昭和島駅 6,488 5 1,126 0 0.0% 7.1% 26.9% 

新整備場駅 4,910 0 0 1 0.2% 8.8% 0.0% 

羽田空港国内線タ

ーミナル駅 

93,830 - 0 4 0.0% 0.0% 0.0% 

羽田空港第 1ビル

駅 

29,530 - 0 4 0.0% 2.1% 0.0% 

羽田空港第 2ビル

駅 

31,153 - 0 4 0.0% 0.1% 0.0% 

 

※データの出典及び算出方法等 

① 一日あたりの平均乗降客数：大田区資料（平成 30年度） 

              ※JR線駅は「乗車人員」を 2倍にして算出 

② バス接続路線数：各バス会社等ホームページ（高速バス等含む） 

※系統別かつ行先（方面）別の本数をカウント 

※高速バス、空港バスは含まない 

③ 駅半径 500m圏内の人口：国勢調査（平成 27年）をもとに面積按分にて算出 

④ 駅半径 500m圏内医療施設数：国土数値情報「医療機関（平成 26年）」（病院、診療所、歯科診療所） 

⑤ 駅半径 500m圏内用途別延床面積割合：平成 28年度土地利用現況調査（建物現況）をもとに算出 

 商業：建物用途分類「商業施設」 

 業務：建物用途分類「事務所建築物」 

 工業：建物用途分類「専用工場」「住居併用工場」 

 

 

  

地区

の生

活拠
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

①一日あたりの平均乗降客数（平成 30 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②バス接続路線数 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

③駅半径 500m 圏内の人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④医療施設数 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

⑤駅半径 500m 圏内用途別延床面積割合 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

（３）東京都の関連計画におけるまちづくり方針 

上位計画における将来ビジョンや区の関連計画におけるまちづくり方針等を整理し、大田区

の位置づけと役割、分野を横断的に捉えたまちづくり方針を踏まえ、目指すべき都市構造を検

討する。 

１）都市づくりのグランドデザイン（平成 29年９月）／東京都  

都内を「中枢広域拠点域」、「多摩広域拠点域」、「新都市生活創造域」、「自然環境共生域」の

４つの新しい地域区分に再編 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

【新都市生活創造域】 

 子供たちが伸びやかに育つことができる快適な住環境が再生・創出されている区域 

 駅を中心に機能を集約した拠点形成 

 木造住宅密集地域の解消や大規模団地の更新 

 緑と水に囲まれたゆとりのある市街地形成 

 芸術・文化、教育、産業、商業などの機能が複合的に利用 

 多様なライフスタイルや新たな価値を創出 

 環状・放射方向の公共交通の充実により、高齢者や子育て世代、障害者の生活と社会参加を

支える高い交通利便性が確保 

 農地、屋敷林、樹林地などの良好な緑地の維持 

 誰もが気軽に利用できる農空間や公園など、子供や高齢者などのコミュニティ形成を図る身

近な緑の空間活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 大田区の大部分は新都市生活創造域に位置付けられており、大森地域など一部の地域に

おいては、中枢広域拠点域に位置付けられている。 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

２）東京における土地利用に関する基本方針について（平成 31年２月）／東京都 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな拠点の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中核的な拠点等のイメージ 

 

 

 

 

  

 区内では、３つの拠点が位置付けられている。 

 蒲田駅：枢要な地域の拠点（仮称） 

 大森駅：活力とにぎわいの拠点（仮称） 

 羽田 ：中核的な拠点 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

（４）おおた都市づくりビジョン（平成 29年 3月）における将来都市構造 

 東海道軸、京浜臨海軸、新空港線軸を設定し、それらが交差する蒲田、大森、羽田空港

周辺、臨海部の 4 地域を、「スクエア」として位置づけ 

 新空港線軸では、交流人口の増加と沿線の拠点性向上を図り、近年のまちづくりの動向

や観光資源の存在を踏まえ、駅周辺の魅力ある生活環境の形成やスポーツ健康・観光都

市づくりを目指す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域的な将来都市構造 

  
 拠点または重点地区の位置づけ 

 蒲田・大森・羽田空港周辺・臨海部（スクエア） 

 羽田地区・糀谷駅周辺、下丸子駅周辺、田園調布・多摩川（新空港線軸） 

 池上駅、雑色駅、大岡山駅、洗足池駅、西馬込駅、平和島駅周辺（生活環境拠点） 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

13 

 

第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

（５）区の関連計画におけるまちづくり方針 

１）大田区交通政策基本計画（平成 30年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域交通の将来像イメージ 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区内交通の将来像イメージ 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

２）大田区緑の基本計画 グリーンプランおおた（平成 28年 3月） 

■周辺自治体との広域連携方針 

【連携の方向性】 

 公園・緑地配置計画の補完 

 防災避難場所となる大規模緑地の確保 

 河川、崖線系統の環境軸としての連続性確保 

 幹線道路系統の連続性確保 

 散策路系統の連続性確保 

 景観の連続性確保 

 みどりの広域的な課題に関する調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近隣区市連携イメージ図 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの配置方針図 

■機能別みどりの方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしを支えるみどり（環境保全）     楽しみをつくりみどり（レクリエーション） 

 

 

 

 

 

 

 

  

安全・安心を提供するみどり（防災） まちの魅力を演出するみどり（景観形成） 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

３）大田区景観計画（平成 25年 10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形、水辺、緑などの自然を活かした景観づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史と文化を活かした景観づくり 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の個性を育む景観づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の玄関口にふさわしい景観づくり 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

４）大田区スポーツ推進計画（平成 30年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の対象範囲 

 

 

 

 

  

4つの基本目標の構成 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新スポーツ健康ゾーンの位置図と回遊イメージ 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

５）大田区企業立地促進基本計画（第二次）（平成 27年 4月） 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

２ 次期都市計画マスタープランにおける将来都市構造の考え方と案 

（１）将来都市構造の考え方 

１）都市構造について 

都市づくりの理念に基づく将来都市像の実現に向けた、目指すべき都市空間の骨格を示す

ため、拠点（点）、都市軸（線）、ゾーン（面）を主な構成要素として、社会経済情勢やまち

づくりの動向などを見据えた今後のまちづくり方針の前提となる、区のあるべき姿を示す。 

検討にあたっては、周辺自治体との連携・交流による大田区の役割等を踏まえた広域的な

位置づけを整理したうえで、地域的視点による都市構造のあり方を検討する。 

 

２）拠点の設定 

①基本的な考え方 

現行計画における「中心拠点」「地域のまちづくり拠点」「地区の生活拠点」の 3つの分類

を基本とした拠点を設定する。また、広域的な位置づけには、広域連携・交流機能を有する

「中心拠点」に位置付けられた拠点を大田区の広域拠点として位置づける。 

 

②拠点の分類 

区内における鉄道駅等を対象に、各鉄道駅及びその周辺地区の特性、まちづくりの動向、

将来的なポテンシャル等を整理し、現行計画における分類の妥当性を検証するとともに、お

おた都市づくりビジョンや都市計画区域の整備、開発及び保全の方針等の関連計画における

拠点の位置づけを考慮して各拠点の整理を行う。 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

３）都市軸の設定 

①基本的な考え方 

都市間連携・交流を促進・強化するネットワークの構築や、拠点及び地域間の連携に資す

る主要幹線的な鉄道または道路を都市軸として位置づける。 

 

②都市軸の方向性 

現行計画では都市軸の位置づけがないため、関連計画等の位置づけを考慮し「東海道軸」

「新空港線軸」「京浜臨海軸」（※都市づくりビジョン、交通政策基本計画において設定）の

3つの都市軸を基本として検討する。 

 

③その他の軸の検討 

「都市の骨格」に該当するような軸（例えば「水と緑のネットワーク（多摩川沿い）」など）

も必要に応じて検討する（基本的には部門別方針において整理することを想定）。 

 

 

４）ゾーン（エリア）の設定 

①基本的な考え方 

土地利用方針図の前提となるおおまかなゾーニングの検討を行う。 

 

②ゾーニングの方向性 

市街地形成の経緯・歴史、現況の土地利用、地域特性や生活圏を考慮し、地域区分の再編・

設定等を見据えたゾーニングの検討を行う。 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

（参考）作業イメージ 

◆大田区の広域的な位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東海道軸 

都心部 

京浜臨海軸 

川崎・横浜との連携 

新空港線軸 

千葉方面 
多摩方面 

都心との連携 

臨海部の連携 

新都市生活創造域 
中枢広域拠点域 
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第２回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和元年 11 月５日 
資料 6 

（２）将来都市構造（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拠点については、現時点では未定のため、「おおた都市づくりビジョン」における位置づけを反映 

 中心拠点：蒲田駅、大森駅、羽田空港周辺、臨海部 

 地域のまちづくり拠点：平和島駅、糀谷駅、雑色駅、池上駅、下丸子駅、田園調布・多

摩川駅、雪が谷大塚駅、大岡山駅、洗足池駅、西馬込駅 

 地区の生活拠点：上記以外の鉄道駅 

※太字：現行計画から追加している拠点 

 

京浜臨海軸 

新空港線軸 

東海道軸 


